第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. １０２
	　　　　　　　　パッケンジャー　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方

　・技術技能の向上　　　　・サークル(メンバー、リーダー)の成長

　・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

女性と男性で勤務体制が異なり、会合は月1回の教育日のみという条件がある中、部署の方針であるカイゼンを最後までやり抜く、不良数ゼロへの挑戦を基に良品率99.99%と高い良品率から出荷直前で発生する不良を無くしたいと更なる不良低減に挑戦された事例でした。

<良かった点>
対策実施のガイドの加工では少しずつ加工して日々確認を実施、ガイド幅の調整では0.5mm単位で調整し、根気強く確実に進められたことで、IJP印字不良数の低減に繋がっています。
データ取りには時間を要することが想定され、苦労されたのではないかと感じました。
レンズの清掃頻度の変更では、その後再発をしてしまいましたが、管理の定着として清掃頻度の見直しを仕組みに落として安定した生産活動ができるよう未然防止されている点も良かったです。
また、今後の計画として引き続きIJP印字不良を改善することを計画されておりますので、今回の改善活動が実になり、良い改善サイクルに繋がっている点が素晴らしいです。
<今後の活動に向けたアドバイス>
特性要因図では小骨から重要要因が上がっており、例えば孫骨の「縦落ち」が対策の２次方策に要因の裏返しの手段として挙がっています。集積詰まりには他にも孫骨の要因が出ておりますので、悩む場合には一度検証をして頂いて、要因の深堀ができると更に良い追究ができると考えます。
今後も、パッケンジャーサークルさんの活動の継続と更なる活躍を期待します。
この度は発表ありがとうございました。
(この講評は事前に提出頂きました原稿を基に作成しております)

	上司の方、推進事務局の方へ
プログラム変更で非常停止仕様からサイクル仕様に変更された対策で、動作が完了した後に
設備停止することによって、安全が担保されているか少し気になりました。日常や保全作業において安全を考慮された上で変更されていると思いますのでその旨を追記頂けると幸いです。

	講評者氏名
　　村上　美佐子
	電話番号
　 ０５７４－６０－１３４３

	連絡先(勤務先・所属)

　　㈱日特スパークテックWKS　可児製造本部　二野製造部　管理課


2015年2月20日改訂
第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. １０４
	　　　　　　チームのどごしEQ \* jc2 \* "Font:HGｺﾞｼｯｸM" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なま),生)　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方

　・技術技能の向上　　　　・サークル(メンバー、リーダー)の成長

　・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

ボイド不良がゼロになれば課目標が達成できるという裏付けをすることで、活動の目的を明確にし、失敗や問題が起きても根気よく愚直に活動された事例でした。
また、勉強会の流れやプラスチック成形を手作りチョコレートの作り方で説明、冷却水の流れの悪さを人間の動脈硬化に例えるなど、聴講された皆さんにも大変分かりやすい説明だったと思います。
<良かった点>
テーマの選定では、若手からの困りごとの打ち上げに対し、ボイド不良を撲滅できれば
課方針が達成できるとサークル員全員に動機づけをすることで、自分のため、職場のため、
会社のためとＱＣサークル活動の基本理念に沿って活動をされている点が素晴らしいと感じました。
要因の検証から対策の流れでは狙った効果が得られなかった場合にも収穫として、知識向上や冷却配管の洗浄周期を仕組みに落として業務改善をされ、事後保全から予防保全に繋がった
など、今回の事例を通して実りある活動になった点も良かったと思います。
サークルの弱みであった他部署との連携では、型保全、品質管理課など協力を依頼し、教育を受けながら進められたことで、対策では溶接のトライや設計変更等、サークルが中心となり、他部署を巻き込んで積極的に活動され、サークルの強みに繋がっています。
今後も、のどごし生サークルさんの活動の継続と更なる活躍を期待します。
この度は発表ありがとうございました。
(この講評は事前に提出頂きました原稿を基に作成しております)

	上司の方、推進事務局の方へ
要因解析の真因と対策立案の１次案の繋がりがあると更に分かりやすくなります。
対策立案の系統マトリックス図に真因を入れると見づらくなってしまうかと思いますので、
特性要因図の真因と1次案の枠外に要因①など番号付けをして、要因①に対しての１次案と
することを提案させて頂きます。ご検討いただけると幸いです。

	講評者氏名

　　村上　美佐子
	電話番号

　 ０５７４－６０－１３４３

	連絡先(勤務先・所属)

　　㈱日特スパークテックWKS　可児製造本部　二野製造部　管理課


2015年2月20日改訂

第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. １０６
	　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGｺﾞｼｯｸM" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(パターンスリー),PT3)　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方

　・技術技能の向上　　　　・サークル(メンバー、リーダー)の成長

　・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

若手の改善意欲と自主性を高めるためにｅラーニングによるＱＣ手法の勉強や、問題解決の
手順を今回の活動を通して現地現物で学びながら着実に進められ、めっき薄不良撲滅に
尽力された事例でした。要因解析では特性要因図を使われることが多いですが、
要因追求型系統図を作成されたのが特徴的だったと思います。
<良かった点>

現状把握では若手のアイデアから確認専用の治具を作成して、点検基準を明確にして測定に
ばらつきが出ないように工夫された点が素晴らしいです。サドル188か所、V受け64か所と他の
点検箇所を含め、600の点検箇所がある中で効率よく進められました。
その後、異常が見つからず、苦労されましたが、この案が受け入れられたことで若手の自主性、改善意欲が向上したきっかけになったと思います。
要因解析では現状把握でめっき薄不良が発生している結果から発生原因を現地現物で
深堀されたことで、「V受けとサドルの間に隙間が発生する」を特性として挙げられています。
その後の検証では再現テストを行い、重要要因が特性と因果関係があるか事実を基に検証し、要因の絞り込みを行い、より有効な対策案が抽出できている点が良かったです。
<今後の活動に向けたアドバイス>

管理の定着の維持管理では点検チェックシートとメンテナンスシートを実施していますが、１年経過した現在まで効果が継続されているとのことですので、今後、確認項目を精査して周期の見直しを図っていただけると作業負荷の低減に繋がるかと思います。検討をして頂けると幸いです。
今後も、ＰＴ３サークルさんの活動の継続と更なる活躍を期待します。
この度は発表ありがとうございました。
(この講評は事前に提出頂きました原稿を基に作成しております)

	上司の方、推進事務局の方へ
ｅラーニングなどＱＣ手法などの教育の場が提供されており、サークル活動のサポートが
充実されている点が素晴らしいと思います。今後もご助力賜りますようお願い申し上げます。

	講評者氏名

　　村上　美佐子
	電話番号

　 ０５７４－６０－１３４３

	連絡先(勤務先・所属)

　　㈱日特スパークテックWKS　可児製造本部　二野製造部　管理課


2015年2月20日改訂

第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. １０８
	　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGｺﾞｼｯｸM" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(チャレンジャーキュウジュウゴ),Challenger95)　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方

　・技術技能の向上　　　　・サークル(メンバー、リーダー)の成長

　・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

手組みプロジェクト95活動を基に、関係部署と協力し、対策だけでなく一日一改善活動で小改善を積み上げてやりきることで、不良を撲滅、目標可動率95％以上を達成された事例です。
活動計画に活動の進め方として時間配分がされており、やることを明確にして時間を有効活用されているのは会合の進め方に悩まれているサークルさんの参考になると感じました。
<良かった点>
現状把握で明確になったテーピング機の２大不良を２直職場の特徴を生かして、テープ位置
不良撲滅とテープ欠品不良撲滅を班ごとに分けて進められており、並行して進捗させることで
効率的に活動を進められています。
テープ欠品不良について要因の検証の調査では、設備知識の向上に苦労されていたことから
勉強会を設けてクリアランスのメカニズムを知ることで真因を掴み、他部署と協力して
対策を進め、不良撲滅に繋げられています。班ごとに分かれて進めていましたが、進捗が滞った場合にテープ位置不良班が合流し、全員参加の活動をされ、チームワークが向上している点も良かったです。
<今後の活動に向けたアドバイス>

特性要因図から重要要因の洗い出しをした際にマトリックス図で評価され、要因の絞り込みを
されておりますが、ここでの評価項目は特性の「テープ欠品不良が発生する」に対して影響が
あるかという項目で評価をされますと更に発生源対策に繋がる要因が洗い出せると思います。
今後も、EQ \* jc2 \* "Font:HGｺﾞｼｯｸM" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(チャレンジャーキュウジュウゴ),Challenger95)サークルさんの活動の継続と更なる活躍を期待します。
この度は発表ありがとうございました。
(この講評は事前に提出頂きました原稿を基に作成しております)

	上司の方、推進事務局の方へ
目標達成まで諦めず一日一改善活動をされており、改善意識が高く素晴らしい活動をされております。サークルで初めて取り組んだ本事例は大きな財産になったと思います。
引き続きご助力賜りますようお願い申し上げます。

	講評者氏名

　　村上　美佐子
	電話番号

　 ０５７４－６０－１３４３

	連絡先(勤務先・所属)

　　㈱日特スパークテックWKS　可児製造本部　二野製造部　管理課


2015年2月20日改訂

第6507回ＱＣサークル大会　第17回小集団改善活動若鮎大会
体験事例発表　講評用紙
2023年10月27日
	発表No. １１０
	　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGｺﾞｼｯｸM" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(サチ),幸)　サークル殿   

	講評のチェックポイント

　・テーマの選定　　　　　　・問題解決の進め方　　 ・手法の使い方

　・技術技能の向上　　　　・サークル(メンバー、リーダー)の成長

　・運営の工夫　　　　　　　・創造性

	<感想>

生産挽回による休日出勤が発生している中、生産負荷を低減させたいとの思いから搬送不良による停止ロス、ミスグリップ停止時間ゼロに取り組まれた事例でした。
ミスグリップゼロへの良品条件から本来あるべき姿に対して何が問題か確認した後、掴み不良のメカニズム理解された上で、事実である事象からなぜなぜ分析を追究してされている点が特徴的だったと思います。
<良かった点>
現状把握では停止ロス全体のデータから、設備異常停止は設備保全と協力して対策を進めているため、その他で発生している搬送ミスによる停止時間の改善をしようと着目し、データを使って定量的に問題の深掘りをされている点が良かったと思います。
改善実施では課題が発生したものの、他部署と協力して、調整レスに繋がった点も良かったと思います。その後の横展開では、ラインに合わせて対策を実施され、品質不良の未然防止に繋がっている点も素晴らしいです。
<今後の活動に向けたアドバイス>
効果として停止時間以外にも付帯効果を入れていただくとより改善活動の成果が実感できると
思います。例えば、今回の事例では調整レスにしたことで調整時間の短縮、停止ロスや品質不良の効果金額などの効果を算出頂けると良いと思います。
今後も幸サークルさんの活動の継続と更なる活躍を期待します。
この度は発表ありがとうございました。
(この講評は事前に提出頂きました原稿を基に作成しております)

	上司の方、推進事務局の方へ
データを使って検証されており、確実に活動を進められております。今後に向けて、優先度の判断が判るパレート図など、グラフ以外のＱＣ手法を使った分析も検討いただけますと幸いです。

	講評者氏名

　　村上　美佐子
	電話番号

　 ０５７４－６０－１３４３

	連絡先(勤務先・所属)

　　㈱日特スパークテックWKS　可児製造本部　二野製造部　管理課


2015年2月20日改訂

